
●申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。
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mundi

2月号  特集 
イノベーションがけん引するアフリカ
今、アフリカで大きな変化が起こりつつあります。既存のシステムや規制がない状況を
強みに変えて、イノベーティヴな活動や支援が進んでいます。これまで解決が難しかっ
たアフリカのさまざまな問題に、技術革新で挑む日本の取り組みを紹介します。

次号予告（2019年2月1日発行予定）

定期送本の
ご案内

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。また、こ
んな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せください。お寄せくだ
さった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げます。下記項目をお書き添え
のうえ、巻末のアンケートはがき、Eメール、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・ご感想
●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載する場合が
あります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送
および誌面の向上に役立てること以外の目的で使用いたしません。当選者の発表
は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2019年2月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き

［2019年1月号のプレゼント］

書籍
 『わたしは13歳、シリア難民。―
故郷が戦場になった子どもたち』
国境なき子どもたち 著 合同出版
1名様

スーダンの

ビーズの腕飾り
各1名様

2

1

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでご覧ください。
http://www.jica.go.jp/publication/mundi

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
m
u
n
d
i
』

が
読
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
魅
力
的
で
読
み
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
も
ご
愛
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
月
号
の
特
集
は
「
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
」。
世
間
一

般
に
も
関
心
の
高
い
J
I
C
A
事
業
で
あ
り
、
私
自
身
も

2
0
1
4
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
に
赴
任
し
て
協
力
隊
事
業
に
直

接
関
わ
り
、
素
直
に
魅
入
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
理

由
は
、「
ヒ
ト
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
老
若
男
女
、
い
ろ
い
ろ
な
協
力
隊
員
が
い
ま
す
。
教
育
分

野
を
例
に
見
て
も
、
教
員
経
験
の
不
足
を
若
さ
で
補
う
青
年

か
ら
、
日
本
で
は
長
年
の
経
験
を
持
ち
な
が
ら
も
異
文
化
の

悩
み
に
直
面
す
る
ベ
テ
ラ
ン
先
生
、
日
頃
の
活
動
に
加
え
、

日
本
か
ら
授
業
の
一
環
で
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
来
た
大
学
生
た

ち
の
活
躍
に
も
気
を
配
る
熱
血
体
育
教
師
の
卵

│
。

　
そ
の
周
囲
に
は
、
と
も
に
働
く
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
や
、

受
け
入
れ
て
く
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
、
ま
た
日
本

国
内
に
は
派
遣
前
の
訓
練
を
支
え
る
地
域
と
、
隊
員
を
見
守

る
ご
家
族
の
温
か
い
視
線
、
そ
し
て
派
遣
中
に
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
り
ま
す
。

J
I
C
A
事
務
所
で
も
一
人
ひ
と
り
の
隊
員
に
、
健
康
で
安

全
、
そ
し
て
有
意
義
な
活
動
を
し
て
も
ら
う
べ
く
、
ス
タ
ッ

フ
が
一
致
団
結
し
て
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。
海
外
協

力
隊
事
業
が
大
勢
の
「
ヒ
ト
」
の
参
加
で
成
り
立
ち
、
そ
の

「
ヒ
ト
」
同
士
の
関
わ
り
が
途
上
国
と
日
本
の
信
頼
関
係
を

築
き
、
現
状
を
変
え
る
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
最
近
出
版
さ
れ
た
書
籍
『
青
年
海
外
協
力
隊
は
何
を
も
た

ら
し
た
か
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
で
は
、「
弱
い
専
門
性
の

強
さ
」
と
い
う
表
現
で
、
自
身
の
専
門
性
が
相
対
的
に
弱
い

か
ら
こ
そ
現
地
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
強
め
、
そ
の
人
た
ち

に
寄
り
添
う
協
力
隊
員
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

特
集
で
も
協
力
隊
員
と
そ
の
隊
員
を
取
り
巻
く
人
間
模
様
の

一
端
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

『
m
u
n
d
i
』
で
は
、
今
後
も
「
ヒ
ト
」
を
お
伝
え
し

て
い
く
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

広
報
室
長
　
　
天
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聖

広
報
室
か
ら

キルギス羊毛フェルトのトレー
青年海外協力隊としてキルギスで活
動していた五十嵐大介さんと早矢加
さんが営む農園「ベレケの村」が販
売する、一村一品プロジェクトの商
品。現地の女性たちが一つひとつて
いねいに作った羊毛フェルト。
1名様

3

ベレケの村検索もっと知りたい方は
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